
 平成２６年４月１日現在の保育所待機児童数について 
     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 保育所利用申請・入所待機状況について（平成２６年４月１日現在）  

区分 平成 2６年 4 月 平成 25 年 4 月 平成 24 年 4 月 

就学前児童数 80,963 80,909 80,547

前年との比較 54 362 167

利用申請者数（Ａ） 23,500 22,164 20,725

    前年との比較 1,336 1,439 1,484

入所児童数（Ｂ） 20,930 19,399 18,074

    前年との比較 1,531 1,325 1,444

入所していない児童数（Ａ）－（Ｂ）＝（Ｃ） 2,570 2,765 2,651

   前年との比較 ▲195 114 40

 市の保育施策で対応している児童数等（D） 1,500 1,341 1,274

   前年との比較 159 67 190

 

 
 川崎認定保育園等対応児童数 ※1 995 838 792

 家庭保育福祉員対応児童数 89 62 67

 

 
 おなかま保育室対応児童数 290 323 308

 

 
 一時保育対応児童数 119 118 107

 

  幼稚園預かり保育対応児童数 7 － －

産休・育休中の申請者数（E）※2 433 508 388

第１希望のみ等の申請者数（F）※3 409 439 374

 主に自宅で求職活動を行う申請者数（Ｇ）※4 166 39 －

待機児童数（Ｃ）－（Ｄ）－（Ｅ）－（F）－（Ｇ） 62 438 615

  前年との比較 ▲ 376 ▲ 177 ▲ 236

※１ 認可外保育事業の再構築により、①かわさき保育室、②川崎市認定保育園は③川崎認定保育園への制度

移行を進めています。平成 26年は②と③の合計、平成 25年は①、②、③の合計、平成 24年は①と②の合

計です。 

※２ 「産休・育休中」：４月１日時点で産前産後休暇、育児休業を取得されている方 

※３ 「第１希望のみ等」：１か所のみの申し込みの方、２か所以上の申し込みをして、その中に入所可能な保

育所があるにも関わらず入所を辞退した方、自宅から通常の交通手段でおおむね２０～３０分以内に入所

可能で空きのある保育施設があるにも関わらず入所を希望されない方 など 

 ※４ 「主に自宅で求職活動」：インターネットなどを利用し、主に在宅で職を探している方 

平成２６年５月２６日 

市 長 記 者 会 見 資 料 

平成２６年４月に向けて、認可保育所の整備のほか、川崎認定保育園の拡充等を

行うとともに、保育料補助を従来の 5,000 円から児童の年齢と所得に応じて最大

20,000 円まで増額し、保育料の負担軽減を図りました。また、保育所入所不承諾と

なった方に対して、利用可能な市の保育施策等の御案内など、きめ細やかな相談・

アフターフォローを実施した結果、平成２６年４月１日現在の保育所待機児童数

は、対前年比で３７６人減少し、６２人（昨年は４３８人）となりました。 

認可保育所など御希望通りの保育所に入所できていない方には、川崎認定保育園

やおなかま保育室等の市の保育施策を一人ひとり希望者に御紹介しました。 
引き続き、必要な保育受入枠の確保を行うとともに、利用者に寄り添った丁寧な

対応により、「子どもたちの笑顔があふれるまち、かわさき」を目指して、子育て

環境の整備を進めてまいります。 

（単位：人）
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２ 平成２６年４月に向けた主な取組（平成２５年度に実施・計画したもの） 

（１）川崎市待機児童ゼロ対策推進本部等の設置（平成２５年１２月） 

本市の最優先課題として位置付けた「待機児童対策」を推進するため、その対策を講じる

プロジェクトチームとして、市長をトップとした「待機児童ゼロ対策推進本部」を、区長を

トップとした「区役所待機児童ゼロ対策推進会議」をそれぞれ設置し、職員が一丸となって、

待機児童ゼロに向けた取組の更なる加速化を図りました。 

◆待機児童ゼロ対策推進本部会議の実績：平成 25年度 ７回開催 

 

（２）「待機児童ゼロの実現に向けた新たな挑戦」の策定（平成２６年２月） 

平成２７年４月の待機児童ゼロの実現に向けて、スピード感を持って取り組んでいくため、

保育施策全体を勘案する中で集中と選択を行い、待機児童ゼロの実現に向けた基本的な方針

として策定しました。効率的かつ効果的な予算編成とし、施策を積極的に推進していくこと

としました。 

 
（３）多様な手法を用いた保育受入枠の確保 

○認可保育所の整備           【平成 25年度予算：3,930,171 千円】 

当初予算では定員で 1,320 人分を整備する計画となっておりましたが、さらに既存保育

所の定員増を行ったことにより、計画を上回る 1,330 人の定員増を図りました。 

◆認可保育所施設・定員数：平成 26年 4 月 241 か所・20,325 人（前年比 20 か所・1,330 人増） 

 

○川崎認定保育園の拡充と保護者負担の軽減 

        【平成 26 年度予算：2,695,688 千円（前年度比 1,823,890 千円の増）】 

  川崎市が定める基準を充足し、保育の質を担保されている川崎認定保育園の助成対象児

童 900 人分の受入枠を拡充するとともに、保育料補助を従来の 5,000 円から児童の年齢と

所得に応じて最大 20,000 円まで増額し、保育料の負担軽減を図るなど、川崎認定保育園

の積極的な活用を促進しました。    

◆助成対象児童数：3,163 人（前年比 772 人増） 

◆保育所入所不承諾者の川崎認定保育園等対応児童数：995 人（前年比 157 人増） 

◆保育所入所内定者が辞退して川崎認定保育園に入所した数：103 人 

        ※数値は平成 26年 4 月 1日時点 
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（４）保育サービスの質の向上への取組の推進 

待機児童ゼロの実現に向けて重要なことは、行政の責務として、保育の質を担保すること

です。平成２５年度は川崎区及び宮前区で、平成２６年度からは全区で展開する「新たな公

立保育所」の機能として蓄積してきた知識、経験等のノウハウを活用し、民間保育所等との

連携を強化する中で、地域への支援、保育所等との交流・支援、公・民保育所の人材育成を

図り、川崎市全体の保育の質の維持と向上を図っています。 

 
「新たな公立保育所」機能・連携イメージ 

 

《実施園》 

区 センター園 ブランチ園 ブランチ園 

川崎区 大島・大島乳児保育園 藤崎保育園 東小田保育園 

幸区 河原町保育園 古川保育園 夢見ヶ崎保育園 

中原区 中原保育園 下小田中保育園 中丸子保育園 

高津区 梶ヶ谷保育園 津田山保育園 蟹ヶ谷保育園 

宮前区 土橋保育園 中有馬保育園 菅生保育園 

多摩区 土渕保育園 生田・生田乳児保育園 菅保育園 

麻生区 白山保育園 上麻生保育園 高石保育園 
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（５）利用者への支援ときめ細やかな対応の充実 

待機児童ゼロの実現に当たっては、市民生活に身近な区役所において、地域の子ども・子

育て支援ニーズを的確に把握し、分析するとともに、「子ども・子育て支援新制度」の利用者

支援事業を見据えながら、認可保育所の申請時から利用者に寄り添った相談を実施し、入所

不承諾後においても、きめ細やかな相談・アフターフォローを実施することが重要です。そ

の体制整備のため、平成２６年１月から全区（大師・田島地区を含む。）に「待機児童ゼロ対

策担当」を９名配置し、認可保育所に入れなかった方に対して、保護者が求める必要な保育

サービスへと結びつけるため、川崎認定保育園を紹介するなど、きめ細やかな対応を実施し

ました。その一環として、２月１０日から３月１日まで、平日の時間外及び土曜日において

時間外保育所入所相談を実施するなど、相談機会の拡大も図りました。 

     ＜分かりやすい掲示による市民への情報提供（区役所窓口）＞ 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

     
【保育園マップや川崎認定保育園の紹介】 

 

   

＜アフターフォロー確認票・相談票＞      【川崎認定保育園等の空き情報】 
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３ 平成２７年４月に向けた主な取組（平成２６年度の取組） 

平成２７年４月に待機児童ゼロを確実に実現するため、認可保育所の整備や認可外保育事業、

幼稚園の長時間預かり保育等の積極的な活用により保育受入枠を確保するとともに、平成２６

年４月から全区で実施する「新たな公立保育所」における民間保育所等への支援や公・民保育

所人材の育成、「保育士・保育所支援センター」を活用した保育士の人材確保対策の充実など、

保育の質の担保・向上を図ります。 

また、区役所においては、「子ども・子育て支援新制度」の利用者支援事業の中で、認可保育

所の申請時から、利用者に寄り添った相談を実施し、入所不承諾後にも、きめ細やかな相談・

アフターフォローを実施することで、待機児童ゼロを実現してまいります。 

（１）保育受入枠の確保 

○ 認可保育所の整備（定員 1,540 人分） 
【平成 26 年度予算 3,405,266 千円（前年度比 524,905 千円の減）】 

 
○ 認可外保育施設等の認可化への促進（定員 768 人分） 

【平成 26 年度予算 525,000 千円】 

（２）保育の質の担保・向上 

○「新たな公立保育所」（平成 26 年 4 月より全区で実施）による民間保育所等への支援

や公・民保育所人材の育成 
 
○「保育の仕事・就職相談会」の開催 
○ 認可外保育施設保育士資格取得補助金 
○「保育士・保育所支援センター」を活用した保育人材確保対策の実施 

（３）利用者へのきめ細やかな対応の充実 

○ 各区役所児童家庭課の体制強化（平成 26 年 4 月正規職員１名の増員） 
 

  

5



４ 待機児童対策関連（保育事業費）予算について 

 
 

 

（問い合わせ先） 
川崎市市民・こども局こども本部待機児童ゼロ対策室  佐藤

               電話０４４－２００－３６３０

川崎市市民・こども局こども本部保育事業推進部保育課 田中

               電話０４４－２００－２６８６

 

（２）児童１人あたりの平均月額運営費（平成２６年度予算ベース）

10,225円

国基準運営費

市の運営費

川崎市が保育所を運営する経費　121,606円

国が定める運営経費（国基準）　75,370円

川崎市が児童の処遇向上のために
負担している経費

46,236円
国の負担

17,178円

市の負担

17,293円

国基準保育料（１００％）

40,899円

保護者負担（７５％）

30,674円
軽減分

７５，３７０円

１２１，６０６円
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　平成26年4月 保育所利用申請・入所待機状況

（4月1日現在 単位：人）

平成26年4月 平成25年4月 平成24年4月

23,500 22,164 20,725

前年との比較 1,336 1,439 1,484

20,930 19,399 18,074

前年との比較 1,531 1,325 1,444

2,570 2,765 2,651

前年との比較 -195 114 40

1,500 1,341 1,274

前年との比較 159 67 190

川崎認定保育園等対応児童数（※） 995 838 792

家庭保育福祉員対応児童数 89 62 67

おなかま保育室対応児童数 290 323 308

一時保育対応児童数 119 118 107

幼稚園預かり保育対応児童数 7 － －

433 508 388

409 439 374

166 39 －

62 438 615

前年との比較 ▲ 376 ▲ 177 ▲ 236

【参考】

●就学前児童数と人口

80,963 80,909 80,547

前年との比較 54 362 167

1,436,633 1,423,680 1,417,486

前年との比較 12,953 6,194 5,595

(※)

人　　　　口

主に自宅で求職活動を行う申請者数（Ｇ）

待機児童数
（Ｃ）－（Ｄ）－（Ｅ）－（F）－（Ｇ）

就学前児童数

認可外保育事業の再構築により、①かわさき保育室、②川崎市認定保育園は③川崎認定
保育園への制度移行を進めています。平成26年は②と③の合計、平成25年は①、②、
③の合計、平成24年は①と②の合計です。

産休・育休中の申請者数（E）

第１希望のみ等の申請者数（F）

区分

利用申請者数（Ａ）

入所児童数（Ｂ）

入所していない児童数
（Ａ）－（Ｂ）＝（Ｃ）

市の保育施策で対応している児童数等
（D）

参考資料１
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平成２６年４月 保育所の入所状況等について 

（平成２６年４月１日現在） 

本市では、平成２３年３月に策定した「第２期 川崎市保育基本計画」に基づき、保育需要への適

切な対応に向け、平成２３年度以降の３年間で４，０００人を超える認可保育所の定員枠の拡大を図

ることとし、保育所整備を進めてきました。 

平成２６年４月付けで保育所の利用申請をした児童は２３，５００人となっており、このうち保育

所には２０,９３０人が入所しました。 

したがって、保育所に入所していない児童は２，５７０人となりますが、このうち、本市独自の保

育施策（川崎認定保育園等、おなかま保育室、家庭保育福祉員、一時保育、幼稚園預かり保育）で対

応した児童は１，５００人、４月時点で産休・育休中の申請者が４３３人、第１希望のみ等の申請者

が４０９人、主に自宅で求職活動等を行う申請者が１６６人となっておりますので、待機児童数は、

６２人となっております。 

 

１ 保育所整備実績と定員増実績（平成 26 年 4 月現在） 

○ 「保育緊急５か年計画（改訂版）」に基づき、平成２１年度以降は、新設の保育所整備等により毎

年８００人を超える定員増を図った。さらに、高まる保育需要に対応するため、平成２３年３月

には「第２期  川崎市保育基本計画」を策定し、平成２６年４月においては前年より 

１，３３０人の定員増を図っている。 

○ 最近の３年間では、４，４２０人の定員増を図っている。 

（表１） 

 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

保育所数（各年 4 月現在） 180 か所 203 か所 221 か所 241 か所 

保育所数対前年比（増） ＋19 か所 ＋23 か所 ＋18 か所 ＋20 か所 

保育所定員 15,905 人 17,490 人 18,995 人 20,325 人 

定員数対前年比（増） 
＋1,230 人 

（+8.38%） 

＋1,585 人 

（+9.97%） 

＋1,505 人 

（+8.60%） 

＋1,330 人 

（+7.00%） 

 

２ 保育所申請者数の状況 

○ 就学前児童数は、市内人口の増加に伴い増加している。 

○ 平成２６年４月の保育所利用申請者数は２３，５００人である。保育所利用申請者数は、 

平成２２年度以降は大幅な増加傾向にあり、平成２６年度は前年比１，３３６人増加した。 

○ 保育所申請率は年々増加してきており、平成２６年度では２９．０３％となっている。 

                                         （表２） 

 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

就学前児童数 （A） 80,380 人 80,547 人 80,909 人 80,963 人 

保育所利用申請者数（B） 19,241 人 20,725 人 22,164 人 23,500 人 

保育所申請率 （B／A） 23.94% 25.73% 27.39% 29.03% 

利用申請者数 

対前年比（増） 

＋1,209 人 

（+6.70%） 

＋1,484 人 

（+7.71%） 

＋1,439 人 

（+6.94%） 

＋1,336 人 

（+6.03%） 
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３ 保育所入所児童数の状況 

○ 保育所入所児童数は、新設の保育所整備等により定員を２０，３２５人に増やしたこと、さらに

定員を超えた受け入れ等を実施したことにより２０，９３０人となっている。 

○ 最近の３年間では、４，３００人の増となっている。 

（表３－１） 

 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

保育所入所児童数（C） 16,630 人 18,074 人 19,399 人 20,930 人 

保育所入所児童数 

対前年比（増） 

＋1,195 人 

（7.74%） 

＋1,444 人 

（8.68%） 

＋1,325 人 

（7.33%） 

＋1,531 人 

（7.89%） 

 
（１）保育所入所児童数の年齢別の状況 

○ 保育所入所児童の年齢別の状況としては、０歳児１，４６７人、１歳児３，５１０人、 

２歳児４，００４人、３歳児４，２２０人、４歳児３，９５３人、５歳児３，７７６人となって

いる。 

（表３－２） 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

H26 保育所入所児童数

(A) ((A)/(B)%) 

1,467 人

(10.61%)

3,510 人

(25.16%)

4,004 人

(29.40%)

4,220 人

(31.28%)

3,953 人 

(30.27%) 

3,776 人

(28.99%)

20,930 人

(25.85%)

H25 保育所入所児童数

(A) ((A)/(B)%) 

1,404 人

(10.11%)

3,288 人

(23.68%)

3,712 人

(26.91%)

3,815 人

(28.85%)

3,705 人 

(28.16%) 

3,475 人

(26.81%)

19,399 人

(23.98%)

H24 保育所入所児童数

(A) ((A)/(B)%) 

1,332 人

(9.61%) 

3,058 人

(21.77%)

3,379 人

(24.96%) 

3,568 人

(26.73%) 

3,436 人 

(26.26%) 

3,301 人

(26.05%)

18,074 人

(22.44%)

(参考)        

H26 就学前児童数 

(B)（比率） 

13,822 人

(17.07%)

13,949 人

(17.23%)

13,618 人 

(16.82%) 

13,489 人 

(16.66%) 

13,059 人 

(16.13%) 

13,026 人

(16.09%)

80,963 人

(100%) 

H25 就学前児童数 

(B)（比率） 

13,886 人

(17.16%)

13,887 人

(17.16%)

13,793 人 

(17.05%) 

13,224 人 

(16.35%) 

13,157 人 

(16.26%) 

12,962 人

(16.02%)

80,909 人

(100%) 

H24 就学前児童数 

(B)（比率） 

13,857 人

(17.20%)

14,048 人

(17.44%)

13,539 人 

(16.81%) 

13,347 人 

(16.57%) 

13,085 人 

(16.25%) 

12,671 人

(15.73%)

80,547 人

(100%) 

 
（参考）【平成２６年４月新規開設園の児童入所状況】 （ 民営化園を含む ） 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

認可保育所[60 人以上定員] 

(計 22 か所：定員計 1,690 人）
83 人 321 人 323 人 323 人 193人 147人 1390 人

小規模認可保育所[60人未満定

員](計 1 か所:定員計 30 人) 
 5 人 6 人 6 人 2 人 3 人 22 人 

 計 

(計 23 か所：定員計 1,720 人)
83 人 326 人 329 人 329 人 195人 150人 1412 人
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（２）保育所入所児童数の区別の状況 

○ 保育所入所児童数を行政区別にみると、川崎区２，８０８人、幸区２，５９８人、 

中原区３，９８７人、高津区３，４６１人、宮前区２，９７４人、多摩区３，０４０人、 

麻生区２，０６２人となっている。 

（表３－３） 

区 名 
就学前児童数 

(比率)(A) 

保育所入所児

童数(比率)(B)

入所児童割合

(B)/(A)% 

 

保育所数 定員数 

川 崎 区 
11,058 人 

(13.66%) 

2,808 人 

(13.42%) 
25.39% 31 2,720 

 幸  区 
9,382 人 

(11.59%) 

2,598 人 

(12.41%) 
27.69% 29 2,450 

中 原 区 
14,289 人 

(17.65%) 

3,987 人 

(19.05%) 
27.90% 53 4,175 

高 津 区 
12,973 人 

(16.02%) 

3,461 人 

(16.54%) 
26.68% 40 3,185 

宮 前 区 
13,485 人 

(16.66%) 

2,974 人 

(14.21%) 
22.05% 30 2,650 

多 摩 区 
10,294 人 

(12.71%) 

3,040 人 

(14.52%) 
29.53% 36 3,175 

麻 生 区 
9,482 人 

(11.71%) 

2,062 人 

(9.85%) 
21.75% 22 1,970 

 計 
80,963 人 

(100%) 

20,930 人 

(100%) 
25.85% 241 20,325 

※ 保育所入所児童数は、各区在住児童の市内・市外認可保育所への入所者数です。 

 

４ 本市の保育施策で対応している児童数等の状況 

○ 本市の保育施策で対応している児童数は１，５００人（前年比１５９人増）となっている。 

（表４－１） 

保育施策対応児童数 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

(1)川崎認定保育園等 632 人 792 人 838 人 995 人 

(2)家庭保育福祉員 29 人 67 人 62 人 89 人 

(3)おなかま保育室 350 人 308 人 323 人 290 人 

(4)一時保育 73 人 107 人 118 人 119 人 

(5)幼稚園預かり保育 － － － 7 人 

市の保育施策で対応してい

る児童数の小計 

（1)+(2)+(3)+(4)+(5) 

1,084 人 1,274 人 1,341 人 1,500 人 

対応している児童数 

対前年比（人数） 
＋114 人 ＋190 人 ＋67 人 ＋159 人 
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○ 利用申請者数のうち平成２６年４月１日現在で、産休・育休中の申請者数の推移と第１希望のみ

等の申請者数、主に自宅で求職活動を行う申請者数は次のようになっている。 

（表４－２） 

その他の項目 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

(6)産休・育休中の 

申請者数 
381 人 388 人 508 人 433 人 

(7)第 1 希望のみ等の 

申請者数 
295 人 374 人 439 人 409 人 

(8)主に自宅で求職活動

を行う申請者数 
－ － 39 人 166 人 

 

本市の保育施策で対応

している児童数等 

=（1)+(2)+(3)+(4)+(5）

+(6)+(7)+(8) 

1,760 人 2,036 人 2,327 人 2,508 人 

５ 待機児童数の状況 

○ 「保育所利用申請者数」から「保育所入所児童数」を除いた「入所していない児童数」から「本

市の保育施策で対応している児童数等」を除外した人数である「待機児童数」は、平成２６年 

４月現在 ６２人（前年比３７６人減）となった。 

（表５－１） 

 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

就学前児童数（A） 80,380 人 80,547 人 80,909 人 80,963 人 

保育所利用申請者数 

（B） 
19,241 人 20,725 人 22,164 人 23,500 人 

保育所入所児童数（C） 16,630 人 18,074 人 19,399 人 20,930 人 

入所していない児童数

（B）-（C）=（D） 
2,611 人 2,651 人 2,765 人 2,570 人 

本市の保育施策で対応

している児童数等（E）
1,760 人 2,036 人 2,327 人 2,508 人 

待機児童数(F) 

(D) - (E) =（F） 
851 人 615 人 438 人 62 人 

対前年比（人数） ▲225 人 ▲236 人 ▲177 人 ▲376 人 

参考)就学前児童に対する割合 

保育所利用申請割合 

(B)/(A) 
23.94% 25.73% 27.39% 29.03% 

保育所入所児童割合 

(C)/(A) 
20.69% 22.44% 23.98% 25.85% 

待機児童の割合 

(F)/(A) 
1.06% 0.76% 0.54% 0.08% 
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（１）待機児童数の区別の状況 

○ 待機児童数を行政区別にみると、川崎区５人（前年６４人）、幸区６人（前年６３人）、中原区１

４人（前年６０人）、高津区９人（前年５８人）、宮前区１６人（前年９７人）、多摩区７人（前年

５３人）、麻生区５人（前年４３人）となっている。 

（表５－２） 

区 名 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

川 崎 区 94 人 91 人 64 人 5 人 

 幸  区 118 人 102 人 63 人 6 人 

中 原 区 160 人 78 人 60 人 14 人 

高 津 区 151 人 99 人 58 人 9 人 

宮 前 区 162 人 113 人 97 人 16 人 

多 摩 区 106 人 70 人 53 人 7 人 

麻 生 区 60 人 62 人 43 人 5 人 

計 851 人 615 人 438 人 62 人 

 

（２）待機児童数の年齢毎の状況 

○ 待機児童数の年齢毎の状況は、１歳児が２７人（前年１９４人）と最も多くなっている。育児休

業制度が充実し、育休明けの１歳児の入所申請が多くなっていることが影響している。 

（表５－３） 

区 名 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

川 崎 区 1 人 1 人 1 人 2 人 0 人 0 人 5 人 

 幸  区 2 人 3 人 1 人 0 人 0 人 0 人 6 人 

中 原 区 6 人 4 人 4 人 0 人 0 人 0 人 14 人 

高 津 区 4 人 3 人 2 人 0 人 0 人 0 人 9 人 

宮 前 区 0 人 9 人 6 人 1 人 0 人 0 人 16 人 

多 摩 区 0 人 2 人 1 人 2 人 1 人 1 人 7 人 

麻 生 区 0 人 5 人 0 人 0 人 0 人 0 人 5 人 

計 

（比率） 

13 人 

(20.97%)

27 人 

(43.55%)

15 人 

(24.19%)

5 人 

(8.07%) 

1 人 

(1.61%) 

1 人 

(1.61%)

62 人 

(100%)

(参考)        

25年度全市合計 

（比率） 

101 人 

(23.06%)

194 人 

(44.29%)

100 人 

(22.83%)

27 人 

(6.17%)

10 人 

(2.28%) 

6 人 

(1.37%)

438 人 

(100%)

24年度全市合計 

（比率） 

98 人 

(15.94%)

287 人 

(46.67%)

139 人 

(22.60%)

63 人 

(10.24%)

23 人 

(3.74%) 

5 人 

(0.81%)

615 人 

(100%)
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（３）待機児童数の入所選考基準ランク毎の状況（15 頁「保育所入所選考基準（概要版）」参照） 

○ 保育所入所選考基準におけるランクは、入所要件が高い順にＡＢＣＤＥとなっているが、 

待機児童数のランク毎の状況として、Ａランク（４６．７７％）、Ｂランク（１６．１３％）、 

Ｃランク（８．０７％）、Ｄランク（１６．１３％）、Ｅランク（１２．９０％）となっている。 

（表５－４） 

区 名 Ａランク Ｂランク Ｃランク Ｄランク Ｅランク 合計 

川 崎 区 2 人 1 人 1 人 0 人 1 人 5 人 

 幸  区 4 人 0 人 1 人 1 人 0 人 6 人 

中 原 区 8 人 2 人 0 人 3 人 1 人 14 人 

高 津 区 4 人 1 人 1 人 2 人 1 人 9 人 

宮 前 区 6 人 1 人 2 人 4 人 3 人 16 人 

多 摩 区 4 人 3 人 0 人 0 人 0 人 7 人 

麻 生 区 1 人 2 人 0 人 0 人 2 人 5 人 

計 

（比率） 

29 人 

(46.77%)

10 人 

(16.13%)

5 人 

(8.07%)

10 人 

(16.13%)

8 人 

(12.90%)

62 人 

(100%) 

（参考）       

25 年度全市合計

（比率） 

147 人 

(33.56%)

60 人 

(13.70%)

62 人 

(14.15%)

49 人 

(11.19%)

120 人 

(27.40%)

438 人 

(100%) 

24 年度全市合計

（比率） 

119 人 

(19.35%)

71 人 

(11.54%)

65 人 

(10.57%)

71 人 

(11.54%)

289 人 

(47.00%)

615 人 

(100%) 

 

（４）待機児童数の年齢/入所選考基準ランク毎の状況（15 頁「保育所入所選考基準（概要版）」参照） 

○ 年齢毎及び保育所入所選考基準におけるランク毎の状況としては、１歳児の A ランクに待機児童

が多い状況となっている。 

（表５－５） 
ランク ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

Ａランク 6 人 14 人 4 人 3 人 1 人 1 人 
29 人 

(46.77%)

Ｂランク 2 人 4 人 2 人 2 人 0 人 0 人 
10 人 

(16.13%)

Ｃランク 1 人 2 人 2 人 0 人 0 人 0 人 
5 人 

(8.07%)

Ｄランク 3 人 2 人 5 人 0 人 0 人 0 人 
10 人 

(16.13%)

Ｅランク 1 人 5 人 2 人 0 人 0 人 0 人 
8 人 

(12.90%)

計 

（比率） 

13 人 

(20.97%)

27 人 

(43.55%)

15 人 

(24.19%)

5 人 

(8.07%)

1 人 

(1.61%)

1 人 

(1.61%)

62 人 

(100%) 
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保育所入所選考基準（概要版） 

１ 保護者が就労を要件とする場合              平成 26年 4 月 

ランク 細目 

A 
居宅外労働 

・月 20 日以上、1 日実働 7 時間以上就労 
自営業（中心者） 

B 

居宅外労働 ・月 20 日以上、1 日実働 5 時間以上 7時間未満就労 

・月 16 日以上 20 日未満、1 日実働 7 時間以上就労 
自営業 

（中心者）

（協力者） ・月 20 日以上、1 日実働 7 時間以上就労 

C 

居宅外労働 ・月 20 日以上、1 日実働 4 時間以上 5時間未満就労 

・月 16 日以上 20 日未満、1 日実働 4 時間以上 7時間未満就労 

自営業 

（中心者）

（協力者）
・月 20 日以上、1 日実働 5 時間以上 7時間未満就労 

・月 16 日以上 20 日未満、1 日実働 7 時間以上就労 

D 

居宅外労働 
・就労先確定 

自営業 

（中心者）

（協力者）
・月 20 日以上、1 日実働 4 時間以上 5時間未満就労 

・月 16 日以上 20 日未満、1 日実働 4 時間以上 7時間未満就労 

E 

居宅外労働 
・求職のため昼間外出することを常態としている場合 

自営業 
（中心者）

（協力者） 就労先確定（求職活動より上位とする。） 

２ 保護者が就労以外を要件とする場合 

ランク 細目 

A 
・疾病・負傷により常時臥床又は 1ヶ月以上の入院 

・重度の心身障害 

B ・疾病・負傷の治療や療養のため 1ヶ月以上の自宅での安静加療を指示されている場合 

C 

・慢性疾患・長期疾病のため病床で過ごさないが、1 ヶ月以上自宅での療養を指示されてい

る場合 

・出産予定日の約 2 ヶ月前から出産後 2ヶ月程度までの間で、分娩・休養のため保育に当た

ることができない場合 

A～C 

・介護に要する日数及び時間をもとに、就労要件の細目を準用する。 

・通院・通所に要する時間を含め介護に要する日数及び時間をもとに、就労要件の細目を準

用する。 

・災害の状況、復旧に要する日数及び時間等をもとに、就労要件の細目を準用する。 

A～D 

・卒業後就労を目的とし、職業訓練校や大学等へ通学する場合、通学時間を除き、保育に当

たることができない日数及び時間等をもとに、就労要件の細目を準用する。 

・自立の促進が認められるひとり親世帯については、就労先が確定した場合は、その就労条

件により就労要件の細目を準用する。 

A～E 
・その他児童福祉の観点から保育の実施が必要と認められる場合 

例）夜間に労働に従事し、昼間に睡眠又は休養をとることを常態としている場合 

児童を養育する能力に著しく欠如している場合 
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《民間事業者活用型》

保育所名（仮称） 設置・運営法人 定員増 一時保育 保育所名（仮称） 設置・運営法人 定員増 一時保育

1
（仮称）アイン武蔵小杉保育園
（中原区中丸子）
【民間事業者自主整備型】

中央出版(株) 60＋10＝70 － 1 民間事業者活用型（６０名）１３か所 選定中 780 －

70 0 2
小田栄２丁目地内保育所
（川崎区小田栄２丁目）

（株）ベネッセスタイルケア 60 －

840 0

《公立保育所の民営化》

保育所名 設置・運営法人 定員増 一時保育 保育所名（仮称） 設置・運営法人 定員増 一時保育

1
川崎愛泉保育園　（※改築）
（川崎区浜町２丁目）
【市有地貸与型】

（福）神奈川県社会福祉事業団
10

（60 ⇒ 70）
－ 1

南加瀬２丁目地内保育所
（幸区南加瀬２丁目）
【日吉保育園民営化】

（福）都筑福祉会
10

（60 ⇒ 70）
●

10 0 2
宮内４丁目地内保育所
（中原区宮内４丁目）
【宮内保育園民営化】

（福）あざみ会
10

（60 ⇒ 70）
●

3
諏訪３丁目地内保育所
（高津区諏訪３丁目）
【諏訪保育園民営化】

（福）尚栄福祉会
30

（60 ⇒ 90）
●

50 3

保育所名（仮称） 設置・運営法人 定員増 一時保育 保育所名 設置・運営法人 定員増 一時保育

1
小杉町３丁目地内保育所
（中原区小杉町３丁目）
【市有地貸与型】

（福）川崎市社会福祉事業団 120 － 1
星の子愛児園　（※増築）
（多摩区菅稲田堤１丁目）
【市有地貸与型】

（福）厚生館福祉会
30

（150 ⇒ 180）
－

2
中丸子地内保育所
（中原区中丸子）
【民有地活用型】

調整中 90 － 30 0

3
新丸子東３丁目地内保育所
（中原区新丸子東３丁目）
【民間事業者自主整備型】

調整中 60 －

4
梶が谷駅周辺保育所
（高津区末長）
【鉄道事業者活用型】 東京急行電鉄

調整中 60 －

5
二子１丁目地内保育所
（高津区二子１丁目）
【民間事業者自主整備型】

（株）サクセスアカデミー 30 －

360 0

保育所名（仮称） 設置・運営法人 定員増 一時保育

1
鈴木町地内保育所
（川崎区鈴木町）

（福）伸こう福祉会 90 －

2
有馬６丁目地内保育所
（宮前区有馬６丁目）

（福）山寿会 90 －

180 0

《民有地借上型》

計

合　　　計
1,540
（人）

3
（か所）

計

計

２　【平成２６年９月開設予定】　定員増 １０人

※（仮称）アイン武蔵小杉保育園 ： ６０人定員で開設して平成２７年４月に７０人定員に変更の予定。

計

今後の認可保育所の運営開始（定員増）予定について

１　【平成２６年８月開設予定】　定員増 ７０人

計

運営開始（定員増）予定の合計（１～３の合計）

※愛泉保育園 ： 改築のため現在仮設園舎で運営しており、９月の新園舎開設時に１０人増となる。

計

《市有地貸与型等・民有地活用型・鉄道事業者活用型・民間事業者自主整備型》

計

《民間保育所の定員増》

３　【平成２７年４月開設予定】　定員増 １，４６０人

参考資料２
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